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東
京
都
で
は
、
平
成
16
年
度
に
、

「
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計

画
（
第
一
次
計
画
）」
を
策
定
し
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
特

別
支
援
教
育
の
導
入
を
図
り
、
全

都
的
に
特
別
支
援
教
育
へ
の
取
組

を
進
め
、
昨
年
11
月
、
特
別
支

援
教
育
推
進
計
画
の
第
三
次
計
画

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
第
三
次
計
画
は
、
３
年
単

位
で
作
成
さ
れ
た
第
一
次
、
第
二

次
計
画
と
は
異
な
り
、
平
成
23

年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
６
カ

年
を
見
通
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
の
特
別
支
援
教
育

の
推
進
に
つ
い
て
の
指
針
で
あ
る

第
三
次
計
画
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
部
分
を
何
点
か
取
り
上
げ
、

説
明
し
ま
す
。

【
重
層
的
な
支
援
体
制
の
整
備
】

　

第
三
次
計
画
に
は
、
全
て
の
小
・

中
学
校
に
「
特
別
支
援
教
室
」
を

設
置
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
発
達
障
害
の
あ
る

児
童
・
生
徒
の
中
で
、
学
級
で
の

学
習
に
お
お
む
ね
適
応
で
き
て
い

る
も
の
の
、
一
部
、
特
別
な
教
育

的
支
援
が
求
め
ら
れ
る
児
童
・
生

徒
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
部
の
授
業
に
つ
い
て
、
自
校
に

設
置
し
た
「
特
別
支
援
教
室
」
で

学
習
し
、
市
内
の
通
級
指
導
学
級

の
先
生
が
巡
回
し
て
指
導
を
行
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
「
特
別
支
援
教
室
」
を
第

１
層
と
し
、
第
２
層
に
通
級
指
導

学
級
、
第
３
層
に
固
定
学
級
を
位

置
付
け
、
各
区
市
町
村
で
、
児
童
・

生
徒
の
障
害
の
程
度
に
合
わ
せ
た

重
層
的
な
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
導
入
を
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
24
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
実
施
し
、
施
設
面
や
人

的
な
配
置
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
特
別

支
援
教
育
の
推
進
】

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
幼
児
・
児
童
・

生
徒
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
適
切
な
指
導
と
必
要
な
支
援
を

行
う
た
め
、
関
係
者
及
び
関
係
機

関
の
一
層
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
個
別
の

教
育
支
援
計
画
の
作
成
・
活
用
や
、

特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機

能
を
活
用
し
た
地
域
支
援
の
充
実

な
ど
、
関
係
者
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
す
特

別
支
援
教
育
の
推
進
】

　

第
一
次
、
第
二
次
計
画
に
続
き
、

職
業
教
育
、
進
路
指
導
、
就
学
支

援
の
充
実
な
ど
、
障
害
の
あ
る
児

童
・
生
徒
の
将
来
の
自
立
と
社
会

参
加
に
向
け
た
取
組
の
一
層
の
推

進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
東
京
都
特
別
支
援

教
育
推
進
計
画
第
三
次
計
画
は
、

本
市
の
特
別
支
援
教
育
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
も
の
で
す
。
今
後
も

こ
の
計
画
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

福
生
市
の
特
別
支
援
教
育
の
一
層

の
推
進
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
特
別
支
援
教
育
推
進
計

画
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ　

指
導
室　

学
務
・
指
導
係

５
５
１
・
１
９
４
８

　

昨
年
「
平
成
22
年
度
全
国
体
力
・

運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
の
調
査
」

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
児
童
・

生
徒
の
体
力
や
運
動
能
力
の
低
下

傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力

向
上
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
東

京
都
で
は
小
・
中
学
校
に
お
け
る

「
一
校
一
取
組
」、
小
学
校
に
お
け

る
「
一
学
級
一
実
践
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
小
学
校
で
は
、
休
み
時
間

等
を
利
用
し
た
体
を
動
か
す
習
慣

作
り
の
活
動
を
学
校
ご
と
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
縄
跳
び
カ
ー
ド

等
を
利
用
し
た
学
級
ご
と
の
取
組

を
し
て
お
り
、
中
学
校
で
は
体
育

の
授
業
前
に
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン

ト
が
低
か
っ
た
運
動
を
中
心
と
し

た
補
強
運
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
一
層
、
児

童
・
生
徒
の
効
果
的
な
体
力
向
上

が
図
れ
る
よ
う
な
取
組
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

指
導
室　

学
務
・
指
導
係

５
５
１
・
１
９
４
８

　

福
生
第

六
小
学
校

は
、
昨
年

度
創
立
40

周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記

念
し
て
、
２
月
22
日
に
、「
宇
宙

ケ
ヤ
キ
」
の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。

「
宇
宙
ケ
ヤ
キ
」
と
は
、
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
で
宇
宙
を
旅
し
た
ケ

ヤ
キ
の
種
子
か
ら
成
長
し
た
苗
の

こ
と
で
、
こ
の
度
、
希
望
し
た
学

校
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
苗
が
力
強
く
根
を
は
り
、

や
が
て
大
き
な
木
と
な
る
頃
に
は
、

子
ど
も
た
ち
も
福
生
の
地
か
ら
世

界
へ
、
そ
し
て
宇
宙
に
羽
ば
た
い

て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
願
い
を
込
め

て
、
卒
業
生
全
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
記
念
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
宇
宙
ケ
ヤ
キ
」
は
校
庭
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

指
導
室　

学
務
・
指
導
係

５
５
１
・
１
９
４
８

　

今
回
は
、

平
成
18
年

4
月
に
オ

ー
プ
ン
し

た
福
生
第

三
中
学
校

ラ
ン
チ
ル

ー
ム
「
せ
せ
ら
ぎ
ホ
―
ル
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
せ
せ
ら
ぎ
」
と
言
う
名
前
は
、

学
校
近
く
の
多
摩
川
の
優
し
い
流

れ
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
室
内

は
木
目
調
の
落
ち
着
い
た
仕
上
げ

で
天
井
も
高
く
、
明
る
い
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

献
立
は
、
自
ら
選
択
で
き
る
複

数
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
日
替
わ

り
ラ
ン
チ
は
中
学
生
の
食
事
と
し

て
、
国
の
学
校
給
食
摂
取
基
準
を

参
考
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

和
食
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入

れ
る
等
、
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

席
数
は
1
3
0
席
あ
り
、
自

由
に
利
用
で
き
る
た
め
、
多
く
の

生
徒
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
は
、
初
め
て
地

場
産
の
「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」
を
使

用
し
た
ラ
ン
チ
を
提
供
し
ま
し
た
。

今
後
も
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
地

場
産
野
菜
を
定
期
的
に
使
用
す
る

予
定
で
す
。

問
合
せ　

学
校
給
食
課　

給
食
第
一
係

５
５
１
・
１
３
４
４

　いじめのない明るい社会づくりへの意識を高めることをねらいとして、
２月に市内小・中学校の児童・生徒から「福生いじめ防止標語」を募集し、
応募総数2329点の中から優秀作品が決定しました。（敬称略、学校順）

指導室　学務・指導係　　５５１・１９４８

福
生
第
六
小
学
校
副
校
長

　

第
六
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
「
６

の
日
は
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
お
出

迎
え
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

児
童
の
見
守
り
活
動
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

防
犯
組
織
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
と
安
全
メ
ー
ル
隊
が
あ
り
ま
す
。

　

登
下
校
の
見
守
り
は
、
福
生
市

交
通
安
全
推
進
委
員
の
添
田
金
三

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
町
内
会
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
保

護
者
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
末
、
市
内
の
学
校
に
児
童
・

生
徒
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
内

容
の
電
話
が
あ
り
、
第
六
小
学
校

で
も
児
童
の
安
全
を
第
一
と
考
え
、

緊
急
に
集
団
下
校
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
、
学
校
か
ら
は

携
帯
電
話
に
よ
る
緊
急
メ
ー
ル
と

プ
リ
ン
ト
配
布
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協

力
し
て
緊
急
連
絡
網
を
使
い
、
注

意
を
促
す
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

添
田
さ
ん
が
町
内
会
に
も
声
を

か
け
て
く
だ
さ
り
、
集
団
下
校
の

際
は
、
緊
急
連
絡
を
聞
き
つ
け
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護
者
や
地
域
の
方
が
、

児
童
の
安
全
確
保
の
た
め

に
学
校
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
全
職
員

で
学
区
域
を
巡
回
し
た
と

こ
ろ
、
通
学
路
か
ら
道
路

の
端
々
ま
で
多
く
の
方
が

見
守
り
を
さ
れ
て
い
た
と

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
登
校
時
に

も
た
く
さ
ん
の
見
守
り
の
方
が
通

学
路
に
立
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う

で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
は
感
謝

の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
非
常
時
の
早
期
対

応
を
含
め
保
護
者
・
地
域
の
皆
様

と
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
特
別
支
援
教
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紹
介
し
ま
す
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・いいことば　言ったらみんな　きもちいい� 一小　松下　温紀
・ごめんねと　目を見て言えば　なかよしに� 一小　峰岸　知萌
・「だめだよ」と　言える君は　かっこいい� 二小　当麻　菜生
・気を付けて！　心のきずは　なおらない� 二小　城戸さくら
・かんがえて　いじめられてる　子のことを� 三小　日下部　潤
・ごめんなさい　ありがとう　大切なのは　思いやり� 三小　奥山　侑祐
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・やめようよ　勇気を出して　言ってみよう� 二中　笹本　智貴
・みんなの笑顔　かなしみの色に　そめないで� 二中　鈴木　伶奈
・さしのべる　その手が心の　支えとなる� 三中　松村　龍一
・いじめはね　自分の心の　弱みだよ� 三中　檜森　瑞稀
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